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１.はじめに  

～「河岸高」を考慮した川づくりに向けて～ 

定められた流量を安全に流下させつつ、本来の川

のかたちと生き物の生息環境を保全・創出する河道、

特に、河岸の高さ（河岸高）について（常々？）考

えている。 

「河岸」とは、河道の側岸に対応する法肩から法

尻までの範囲を指す。「河岸高」とは、その高さであ

り、整備された河道では、河床から計画高水位以上

の背後地までの高さ、あるいは、河床から高水敷、

高水敷から堤防や背後地までの高さをいう。 

『多自然川づくり』では、計画高水位は背後地程

度の高さに設定することや、河床幅を十分に確保す

ることで、出水を経て河道内に自然な形状を持った

断面が形成されるとし、川幅水深比が大きい断面と

することを基本に、河川環境の保全と整備を図って

いる。河岸・水際部の設計は、侵食や堆積等の川の

営みにより形成される「自然状態の河岸」を手本に

行うとされ、河岸の保全や法勾配、護岸の留意事項

が示されている。また、近年の河道（高水敷）掘削

では、低水位や平均年最大流量時の水位を指標とし

た高さの設定が行われている。このように、断面の

高さ（河岸高）は、定められた流量に対する川幅と

水深や水位の検討によって設定されている。 

ここで、演者らは、断面の高さ（河岸高）は、川

の地形から検討すべきではないかと考えている。河

川形態は、水深や流速及び土砂の流れに影響し、動

植物の生息・生育環境を創出する。本報告は、河岸

高を考慮した川づくりを提案するために、まず、河

岸の自立高や河道の自律断面の特性、河岸高と河川

形態や生息環境との関連を検討した。 

２.自然状態の河岸の河岸高の特性 

 河岸高（自立高）は、河岸を構成する材料の強さ

で定まる。この強さは、土のせん断力であり、粘着

力と内部摩擦角、垂直応力を変数とする式で示され、

自立高は、これらの変数と単位体積重量を用いて算

出される。ただし、自然状態の河岸は、砂礫や砂、

粘性土の混合物のため、粘着力と内部摩擦角を定め

ることが困難（課題）である。 

現在、北海道内の約40河川を対象に、河岸高（整

備後に形成された自立している自然状態の河岸の高

さ）を計測（川幅、河床・河岸の勾配や材料などを

含む）※している。これまでの結果では、河川の規

模等に関係なく、礫河床の河岸高（自立高）は１m

程度であり、整備時の河岸高（水深や水位により設

定された河岸高や低水護岸高）より“低い”。 

 

３.サケの産卵環境の河岸高 

河岸高と河川形態や生息環境との関連を検討する

一環として、石狩川水系の豊平川（札幌市）と漁川

（恵庭市）のサケの産卵域のうち、湧水等の影響が

少ない比較的上流に位置する産卵場所の河岸高を計

測※した。その結果、このような産卵場所の河岸高

は、１m 程度であり、周辺の産卵していない場所の

河岸高より“低い”。ことが見出せそうである。 

 

多自然川づくりに関する引用文献 

・多自然川づくりポイントブックⅠ・Ⅱ・Ⅲ 
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